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What is the Aim of Career Education in University ? : 
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を定義して，“Students are self-regulated to the degree that they are metacognitively, 
motivationally, and behaviorally active participants in their own learning process 
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Figure 1 自己調整の諸段階と諸過程 
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 Figure 2 が示しているように，人は個人（目標），行動（方略的行動），環境の三つの変数間















Figure 2 自己調整の循環モデル 
（Zimmerman & Schunk, 2001, p.302 を筆者が翻訳・改編） 
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 自己調整学習能力は，Table 1 のように，社会的認知の立場から 4 つのレベルに分けられて




























 発達のレベル  社会からの影響   自己からの影響 
 観察的レベル  モデル 
 言葉による説明 
 
 模倣的レベル  社会的ガイダンス 
 フィードバック 
 
 自己制御されたレベル    内的基準，自己強化 
 自己調整されたレベル    自己調整的なもの 
  諸過程，自己効力 
  信念 
Table 1 
自己調整能力の発達の社会的認知モデル 
（ Schunk, 2001 伊藤 2006, p.140, 表 4.2 ） 
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